
川内自興園 【障害者・児施設版】

　　３　地域に住む障害者の活動拠点となるような施設機能の充実を図る。　

　　４　安全で効率の高い施設運営体制を確立する。

　　　に努める。

　　２　授産事業では、就労と生活支援を一本化した取組みを行うと共に、利用者が働く喜びを持っ

　　　て日々の作業に取組めるよう、授産の内容や作業環境を充実させ、作業の活性化や効率化と

　　　販路拡大に努める。

　明るく家庭的な雰囲気の中で、地域や家庭との結びつきを大切にしながら、援護施設としての使

命、役割を果たし、障害者の自立した生活が可能となるよう支援する。

　　1　利用者の意志及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立って、心身の安定とゆとりのある生

　　　活が送れるよう支援する。また、個々の能力に応じた個別支援を充実し自立と社会参加の促進

基本理念

 　利用者に対して、その自立と社会経済活動への参加を促進する観点から、自活に必要な訓練を

適切に行い、利用者の尊厳と意向を尊重した質の高いサービスの提供に努める。

運営方針

事　業　者　情　報

事業者名　　　 川内自興園

評価実施期間平成１９年１月２９日～６月３０日

【基本理念・運営方針】
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【職員の状況】

専従 兼務 専従 兼務

1

3

13

1

1

4

1

23 1

常勤 2 人 非常勤 1 人

常勤 2 人 非常勤 1 人

年

年

歳

歳

【利用者の状況】

50 人

50 人

うち直接処遇に当たる職員の平均年齢

平成１９年１月末日現在

定員

利用者数

＊常勤換算数及び基準職員数は、当該職について、運営基準等で定められている場合のみ記入して
ください。

1

調理員 4 1

栄養士

前年度の採用・
退職者の状況

採用　　　

退職　　　

39

常勤職員の当該法人での平均勤務年数 15

直接処遇に当たる常勤職員の当該法人での平均勤務年数 13

常勤職員の平均年齢 41

(1)

計 23 17(1)

1

嘱託医

1

事務員 3

生活支援員兼作業指導員 13

看護師

1

14

平成１９年１月末日現在

　　　職　種

勤務区分

＊常勤換算 ＊基準職員数常勤（人） 非常勤（人）

施設長 1
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併設施設種別

施設使用階数

㎡ ㎡

㎡ ㎡

年

■　有 □　無 平成 21 年頃

緊急時の対応マニュアル 無断外出対策要領

授産作業での事故対応マニュアル 防災規程

人権の尊重・擁護マニュアル 食中毒発生時の対応マニュアル

第三者委員設置の有無 ■　有

その他マニュアル名

入浴支援マニュアル 預り金管理規程

感染症対策マニュアル

事故発生対応マニュアル

■　有

福祉サービスの第三者評価基本調査項目（付加項目１）

その他マニュアル ■　有 □　無

利用者１人あたり

利用者１あたり

有る場合

建物面積

大改築計画の有無

【施設の状況】

□　無

■　有 □　無

■　有 □　無

建築（含大改築）の経過年数 28

【現在のサービス提供能力（利用状況）と利用者数】

基本業務実務マニュアル

3,274.20 65.484

階部分

園庭面積 31,121.15 62.242

設置形態

【苦情解決の体制について】

□　サービスを希望しながら待っている人がかなりいる

■ほぼサービス提供能力に見合った利用者で、待っている人はほとんどいない

□　サービス提供能力に余力があり、希望者があれば受け入れたい

■　単独設置 □　他施設併設

併設の場合

□　無

第三者委員の活動状況
（活動頻度等）

　　事業所の行事等に参加してもらう。

【各種マニュアルの整備】

その他苦情解決についての取組み

■　意見箱の設置

□　オンブズマンの導入

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　
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分

福祉サービスの第三者評価基本調査項目（付加項目２）

利用者の生きがいや授産作業に対する意欲の向上を図るために、地域と一体となった
春・秋
バザ－を実施している。

3

近隣の環境 ■　　その他（下記に具体的にご記入ください)

□　　閑静な住宅地 □　　交通の便がよい

□　　近隣が公園で緑が多い □　　商店街が近く買物に至便

　駅市街地より南東方向へ３キロ程度離れた日笠山の静かな里山にある。

【事業所の特徴】

サービス面で他の事業所と比較して優れていると思われる点、特徴があると思われる内容を３
つ以内でお書きください。

就労を前提とした、利用者等を対象に職員宿舎（自立訓練室）等を利用した自立生活体
験を
実施している。

利用者本位のサ－ビス向上と業務の効率性、組織の体質改善を行うためにＱＣサ－ク
ル活
動を実施している。

1

2

　　　　徒歩　バス　その他（　タクシ－　）で　　　 10
交通の便

駅又は

【立地条件など】

川内 バス停から
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男 30 30 30 30 31 31 32 32 31 31 31 339 31

女 19 19 19 19 19 19 17 17 16 16 19 199 18

計 49 49 49 49 50 50 49 49 47 47 50 538 49

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

0 0 1 1 0 1 0 0 1 2 0 6

0 0 1 0 0 2 0 2 1 0 0 6

3 4 4 10 4 6 31 58 18

0 2 3 7 4 3 19 55 20

3 6 7 17 8 9 50

男 4 1 2 2 4 8 4 6 31

女 4 1 1 2 2 2 2 5 19

計 8 2 3 4 6 10 6 11 50

4人 39人 7人 50人

最低0年0月

平均12年6月

５　障害程度区分

Ａ Ｂ Ｃ 計

年数

最高28年4月

入　所　者　状　況

１５年～
２０年未

２０年
以上

計

38.7

36.1

４　在所期間の状況

区
分

１年
未満

１年～
２年未

２年～
３年未

３年～
５年未

５年～
１０年未

１０年～
１５年未

低年齢 平均

35.8

４１歳～
５０歳

５０歳～
６０歳

計 高年齢

女

計

２０歳
未満

２０歳～
２５歳

退所

３　年齢別人員

区分

男

２６歳～
３０歳

３１歳～
４０歳

１　入所者状況

１２月 １月１０月８月７月

入所

合計 月平均

２入退所状況

９月

区分

１１月 ２月 ３月
区
分

４月 ５月 ６月

平成１９年２月１日（単位：人）


